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業績予想の修正等に関するお知らせ 
最近の業績動向を踏まえ、平成24年５月９日に公表した業績予想を下記の通り修正等いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正等について 

 

平成25年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値との差異(平成24年４月１日～平成24年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり四半

期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円

5,021

百万円

△15

百万円

△57

百万円 

△81 

円銭

△6.92

今回実績(Ｂ) 4,619 △36 △85 △68 △5.82

増減額(Ｂ-Ａ) △402 △20 △28 13  

増減率(%) △8.0 ― ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成24年３月期第２四半期) 5,148 76 31 5 0.51

 

平成25年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成24年４月１日～平成25年３月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり当期

純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円

10,788

百万円

320

百万円

232

百万円 

105 

円銭

8.86

今回修正予想(Ｂ) 10,135 249 154 50 4.22

増減額(Ｂ-Ａ) △653 △71 △78 △55  

増減率(%) △6.1 △22.2 △33.6 △52.4  

(ご参考)前期実績 

(平成24年３月期) 10,523 309 215 94 8.42

 

平成25年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値との差異(平成24年４月１日～平成24年９月30日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり四半

期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円

5,014

百万円

△43

百万円

△54

百万円 

△69 

円銭

△5.84

今回実績(Ｂ) 4,613 △62 △81 △54 △4.64

増減額(Ｂ-Ａ) △400 △18 △26 14  

増減率(%) △8.0 ― ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成24年３月期第２四半期) 5,143 51 36 20 1.88

 

平成25年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成24年４月１日～平成25年３月31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり当期

純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円

10,769

百万円

264

百万円

206

百万円 

100 

円銭

8.44

今回修正予想(Ｂ) 10,118 196 129 47 3.96

増減額(Ｂ-Ａ) △651 △68 △77 △53  

増減率(%) △6.0 △25.8 △37.4 △53.0  

(ご参考)前期実績 

(平成24年３月期) 10,510 259 194 94 8.44

 



                                                           

修正等の理由 
１.第２四半期連結累計期間 

当第２四半期連結累計期間では、新規のお客さまへの割引サービスや、既存のお客さまへのご注文特

典など、３５周年謝恩特別企画のサービスを実施しておりますが、個人消費は、将来の消費税増税など

の消費者マインドを押し下げる要因があり、食品業界におきましては、デフレの影響を強く受け、企業

間の低価格競争が激しさを増しております。 

その結果、売上高、営業利益、経常利益は前回予想を下回り、それぞれ46億19百万円、△36百万円、

△85百万円になりました。四半期純利益は、繰延税金資産の計上のため前回予想を上回り、△68百万円

になりました。 

 

２.通期連結業績予想 

通期の業績見通しは、第２四半期連結累計期間業績および直近の実績も踏まえ、減額修正するもので

あります。 

 

３.個別の第２四半期累計期間業績および通期業績予想につきましても、連結と同様の理由によりそれぞれ

修正等いたします。 
 
対策 

下期につきましては、メニュー全般において、材料のボリュームアップや料理点数を増やすなど改善

を行い、食卓が豪華になる当社のメニューの魅力をお客さまにアピールするとともに、業務部の設置を

するなど、営業組織の活性化をさせることにより、受注軒数の増加を図ってまいります。 

 

 

※ 業績予想等につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


